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調べた。第 2 章では、極端に嵩高い配位子 2,6-(Ph3CCONH) 2C6H30P03H2によりリン酸モノアニオン錯体 (NMe4)
[Ca n {02P (OH) OC6H3-2 , 6-(NHCOCPh3) 2h (N三CMe) 3] 、ジアニオン錯体 [Can{03POC6H3-2，ら (NHCOCPh3)2} (H20) 3 
(MeOH)2] を合成した。リン酸ジアニオンで強い水素結合を形成すること、また、水素結合によりカルシウムー酸
素の結合解離が抑制されることを示した。第 3 、 4 章では、スルナート、カルボキシレート錯体を合成し、スルホナー






第 6 章では、ペプシン活性中心に保存された配列をモチーフにヘキサペプチド Z-Phe-Asp (COOH)-Thr・-Gly-Ser­




第 7 、 8 章では、合成カルボキシレートポリマーによるリン酸カルシウム複合体、 Pinctataルcata 真珠層を SEM，
一 204-
TEM 等の分析手法により調べ、高分子配位子が無機結晶成長の制御に関与していることを示した。














NH"'O 水素結合が重要であること、また、塩基性の高いアニオンに対する NH"'O 水素結合がなければ結合安定化
の機能がないことを明らかにしているo 系統的にアミド基の嵩高さを減少したリン酸配位子を持う新規ジグザグ構造
のカルシウム錯体では、水素結合ネットワークの変換により環状 8 核構造へと多核構造が変換するという興味ある現
象を見いだした。
ペプシン活性中心に保存された配列をもっアスパラギン酸を含むモデルペプチドの、カルボン酸状態とカルボキシ
レートアニオンの低極性有機溶媒中あるいはミセル溶液中における水素結合形成及び溶液構造解析を精密に行ってい
る。その結果、ターン構造中にカルボキシル基近傍のアミド基がプレ配置していることにより、カルボキシル基の
pKaが低下する機能があることを明らかにした。
このアプローチ及び本論文で示されている研究成果は、バイオミネラルに関する錯体化学、高分子化学及び有機無
機複合体のみならず生化学の発展に寄与するものであり、博士(理学)の学位論文として十分価値があるものと認め
る o
同hu? ?
